
１　は じ め に

　標準原価の改訂は，頻繁な場合でも半年に１回であり，それでは遅すぎ

るという批判がある。環境の変化はもっと早いというのである。標準原価

より実際原価のほうがより現在の状況を反映しているということがいわれ

るわけであるが，その実際原価も，生産期間が長くなれば，数か月前の事

実が混入してこざるをえない。たとえば半導体前工程においては，原料の

投入から製品が完成するまでには３か月程度かかるのがふつうである。そ

の間に，市場の状況は変化し，継続的な改善により歩留率もたえず改善

し，生産効率も向上していく。

　原価計算は，まさにカレントな状況を反映すべきであり，そうでないと

経営者のニーズは満足することができない。カレントな状況を反映する原

価計算として，筆者はスナップショット・コスティングという考え方を提
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案してきた 1）。スナップショット・コスティングとは直近の原価計算期間

における消費能率と現時点での調達価格を合成して製品原価計算する方法

をいう。本稿では，計算例を使ってスナップショット・コスティングの基

本的な考え方を展開したい。

２　過去の支出を集計する伝統的原価計算

　原価は資源の消費であり，支出ではないといわれる。しかしながら，消

費量にかける消費単価は，「原価計算基準」に基づくと，過去の支出とは

無関係ではない。「原価計算基準」は「企業会計原則」の一環として策定

されたものである。「企業会計原則」においては，「すべての費用及び収益

は，その支出及び収入に基づいて計上し，その発生した期間に正しく割当

てられるように処理しなければならない。」（「第二　損益計算書原則　一　

A」）とされている。「原価計算基準」に規定されている製品原価の計算手

続きは，企業会計原則で要求される「当期製品製造原価」，「期末製品棚卸

高」，「売上原価」の基礎となるものである。そのため，「売上原価」が支

出に基づいて計上されるためには，原価計算自体に，支出の回収の視点が

埋め込まれている必要があるのである。

　直接材料の払出単価の計算について，先入先出法，移動平均法，総平均

法などに基づくことが要求されるのも，過去の支出と製品製造原価が関連

しなければならないことを如実にあらわすものである。総合原価計算にお

いて，月初仕掛品有高と当月製造費用が完成品原価と月末仕掛品原価に分

割されるのも，過去の支出を最終的にもれなく製品原価として売上原価か

ら回収するための工夫といえる。

1）　 たとえば，尾畑（2008），45頁，尾畑（2010），155-158頁，尾畑（2011a），
187頁，尾畑（2011b），21頁を参照のこと。
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３　もっともカレントなコストの計算としてのスナップ
　ショット・コスティング

　「原価計算基準」にしたがう原価計算システムのほかに，特殊調査的に

見積原価が計算されることは，実務上よく見られるものである 2）。

　過去の支出額をもれなく製品原価につなげるという制約さえなければ，

直接材料費については，カレントな価格と現在可能な消費能率をもとに製

品原価を組み立てることも可能となる。ただし直接労務費や製造間接費に

ついては，直接作業時間やプロセスタイムを削減しても，かならずしもす

ぐに発生額を削減できるわけではなく，総額での管理が重要になる。

　次のような計算例を想定してみよう。以下の例においては，直接労務費

は予定賃率を使い，製造間接費については，正常配賦率を使うと仮定す

る。

2）　この種の見積原価計算は，川野克典氏は「単位原価計算」とよび，「品目
別積上型原価計算」「部品表積上型原価計算」ともよぶ論者もいるという
（川野（2004），26-27頁）。川野氏もかかわった TDKの新原価管理制度も同
様のものである。TDKの新原価管理制度については，たとえば，（高橋
（2011））を参照のこと。

表１　スナップショット・コスティングの計算条件

予定賃率 予定配賦率 販売価格

第１工程 レシピ─01 1,500円／時 4,000円／時 ロット101 10,000円

第２工程 レシピ─02 1,800円／時 3,000円／時 ロット102 11,000円

第３工程 レシピ─03 2,000円／時 2,500円／時

第４工程 レシピ─04 1,600円／時 3,500円／時
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表２　スナップショット・コスティングの計算例─各月・各工程の生産実績
１月 ２月 ３月 ４月 ５月

材料 a 実際購入原
価

材料 a 月末の再調
達原価

350㎏購入

1,000円/㎏

400㎏購入

1,300円/㎏

1,200円/㎏ 1,300円/㎏ 1,250円/㎏ 1,320円/㎏ 1,350円/㎏

（0.2時間/㎏）

（歩留：90%）

第１
工程

レシピ─01 200㎏投入

36時間

180㎏産出

（0.25時間/㎏）

（歩留：88.9%）

第２
工程

レシピ─02 180㎏投入

40時間

160㎏産出

（0.3時間/㎏）

（歩留：87.5%）

第３
工程

レシピ─03 160㎏投入

42時間

140㎏産出

（0.3時間/㎏）

（歩留：85.7%）

第４
工程

レシピ─04 140㎏投入

36時間

120㎏産出

完成

月末製品

（ロット101）

120㎏販売

（ロット101）

（0.18時間/㎏）

（歩留：92%）

第１
工程

レシピ─01 150㎏投入

27時間

138㎏産出
（0.22時間/㎏）

（歩留：92%）

第２
工程

レシピ─02 138㎏投入

27.94時間

127㎏産出

（0.28時間/㎏）

（歩留：89.8%）

第３
工程

レシピ─03 127㎏投入

31.92時間

114㎏産出

（0.28時間/㎏）

（歩留：87.7%）

第４
工程

レシピ─04 114㎏投入

28時間

100㎏産出

完成・販売

（ロット102）
（0.18時間/㎏）

（歩留：95%）

第１
工程

レシピ─01 100㎏投入

18時間

（0.21時間/㎏）

（歩留：94.7%）

第２
工程

レシピ─02 95㎏産出 95㎏投入

18.9時間

90㎏産出
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（0.27時間/㎏）

（歩留：90%）

第３
工程

レシピ─03 90㎏投入

21.87時間

81㎏産出

月末仕掛品

（ロット103）

第４
工程

レシピ─04

（0.175時間/㎏）

（歩留：96.7%）

第１
工程

レシピ─01 120㎏投入

21時間

116㎏産出

（0.2時間/㎏）

（歩留：94.8%）

第２
工程

レシピ─02 116㎏投入

22時間

110㎏産出

月末仕掛品

（ロット104）

第３
工程

レシピ─03

第４
工程

レシピ─04

（0.17時間/㎏）

（歩留：97.3%）

第１
工程

レシピ─01 150㎏投入

24.82時間

146㎏産出

月末仕掛品

（ロット105）

第２
工程

レシピ─02

第３
工程

レシピ─03

第４
工程

レシピ─04

　表２について説明しよう。一番上段は，材料の実際の購入原価と月末に

おける再調達原価である。１月に第１工程に200kgの原料を投入する。

180kgの工程完成品が産出される。１月の歩留率の実績は90％である。作

業時間は36時間かかったので，１kgあたりでは，0.2時間である。第１工

程完成品は２月には第２工程に送られそこで加工される。第２工程には
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180kgが投入され，160kgが産出される。歩留率は，約88.9％となる。作

業時間は40時間かかったので，1kgあたりでは，0.25時間である。第２工

程の完成品は３月には第３工程に送られそこで加工される。第３工程には

160kgが投入され，140kgが産出される。歩留率は，約87.5％である。作

業時間は42時間かかったので，1kgあたりでは，0.3時間である。第３工

程完成品は４月には第４工程に送られそこで加工される。第４工程では，

140kgが投入され，120kgが産出される。歩留率は，約85.7％となる。作

業時間は36時間かかったので，１kgあたりでは，0.3時間である。以上説

明してきたのがロット101であるが，ロット101は４月末には完成している

が，実際に販売されたのは５月末であったとする。

　ロット101とは別に，ロット102は２月に150kg投入されて，５月末に完

成して販売されている。ロット103は３月に100kg投入され，ロット104は

４月に120kg投入されている。ロット105は５月に150kg投入されている。

　従来の伝統的原価計算によれば，ロット101の原価は表３のように計算

される。

　しかしながら，いま４月に注目してみると，第１工程，第２工程，第３

工程，第４工程すべての工程についての作業が行われていることがわか

る。すなわち，第４工程ではロット101が行われているが，第１工程はロ

ット104，第２工程はロット103，第３工程はロット102の作業が行われて

いる。ようするに第１工程から第４工程まですべての４月の作業実績がそ

ろっているのである。ロット101の製造原価を計算するのに，１月，２月，

３月，４月における実績を累積するかわりに，４月における第１工程，第

２工程，第３工程，第４工程の実績を援用して，ロット101の製造原価を

計算しようというのがスナップショット・コスティングの考え方である。

ロット101の４月末時点の製造原価を計算すると表４のようになる。

　表４にあるように，４月における各工程の歩留率と各工程の kgあたり
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表
３
　
伝
統
的
原
価
計
算
に
よ
る
ロ
ッ
ト
1
0
1
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
４
工
程

1
4
0
.0
㎏

0
.8
5
7

1
2
0
.0
㎏

0
.3

3
6
.0
0
0
時
間

1
,6
0
0
円
／
時

5
7
,6
0
0
円

3
,5
0
0
円
／
時

1
2
6
,0
0
0
円

1
8
3
,6
0
0
円

第
３
工
程

1
6
0
.0
㎏

0
.8
7
5

1
4
0
.0
㎏

0
.3

4
2
.0
0
0
時
間

2
,0
0
0
円
／
時

8
4
,0
0
0
円

2
,5
0
0
円
／
時

1
0
5
,0
0
0
円

1
8
9
,0
0
0
円

第
２
工
程

1
8
0
.0
㎏

0
.8
8
9

1
6
0
.0
㎏

0
.2
5

4
0
.0
0
0
時
間

1
,8
0
0
円
／
時

7
2
,0
0
0
円

3
,0
0
0
円
／
時

1
2
0
,0
0
0
円

1
9
2
,0
0
0
円

第
１
工
程

2
0
0
.0
㎏

0
.9
0
0

1
8
0
.0
㎏

0
.2

3
6
.0
0
0
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

5
4
,0
0
0
円

4
,0
0
0
円
／
時

1
4
4
,0
0
0
円

1
9
8
,0
0
0
円

原
料

2
0
0
.0
㎏

1
,0
0
0
円

/㎏
2
0
0
,0
0
0
円

2
0
0
,0
0
0
円

合
計

2
0
0
,0
0
0
円

2
6
7
,6
0
0
円

4
9
5
,0
0
0
円

9
6
2

,6
0
0
円

単
価

8
,0
2
2
円

表
４
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
４
月
末
時
点
で
の
ロ
ッ
ト
1
0
1
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
４
工
程

1
4
0
.0
㎏

0
.8
5
7

1
2
0
.0
㎏

0
.3

3
6
.0
0
0
時
間

1
,6
0
0
円
／
時

5
7
,6
0
0
円

3
,5
0
0
円
／
時

1
2
6
,0
0
0
円

1
8
3
,6
0
0
円

第
３
工
程

1
5
5
.9
㎏

0
.8
9
8

1
4
0
.0
㎏

0
.2
8

3
9
.2
0
7
時
間

2
,0
0
0
円
／
時

7
8
,4
1
3
円

2
,5
0
0
円
／
時

9
8
,0
1
6
円

1
7
6
,4
2
9
円

第
２
工
程

1
6
4
.7
㎏

0
.9
4
7

1
5
5
.9
㎏

0
.2
1

3
2
.7
4
5
時
間

1
,8
0
0
円
／
時

5
8
,9
4
1
円

3
,0
0
0
円
／
時

9
8
,2
3
5
円

1
5
7
,1
7
5
円

第
１
工
程

1
7
0
.3
㎏

0
.9
6
7

1
6
4
.7
㎏

0
.1
7
5

2
8
.8
1
5
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

4
3
,2
2
2
円

4
,0
0
0
円
／
時

1
1
5
,2
5
8
円

1
5
8
,4
8
0
円

原
料

1
7
0
.3
㎏

1
,3
2
0
円
／
㎏

2
2
4
,7
6
1
円

2
2
4
,7
6
1
円

合
計

2
2
4
,7
6
1
円

2
3
8
,1
7
6
円

4
3
7
,5
0
9
円

9
0
0
,4
4
6
円

単
価

7
,5
0
4
円

注
）　
投
入
量
は
，
1
7
0
.3
㎏

 と
表
示
し
て
い
る
が
，
計
算
は
，
1
7
0
.2
7
3
7
2
㎏

 と
し
て
計
算
し
て
い
る
。
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表
５
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
５
月
末
時
点
で
の
ロ
ッ
ト
1
0
1
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
４
工
程

1
3
6
.8
㎏

0
.8
7
7

1
2
0
.0
㎏

0
.2
8

3
3
.6
0
0
時
間

1
,6
0
0
円
／
時

5
3
,7
6
0
円

3
,5
0
0
円
／
時

1
1
7
,6
0
0
円

1
7
1
,3
6
0
円

第
３
工
程

1
5
2
.0
㎏

0
.9

1
3
6
.8
㎏

0
.2
7

3
6
.9
4
4
時
間

2
,0
0
0
円
／
時

7
3
,8
8
8
円

2
,5
0
0
円
／
時

9
2
,3
6
0
円

1
6
6
,2
4
9
円

第
２
工
程

1
6
0
.4
㎏

0
.9
4
8

1
5
2
.0
㎏

0
.2

3
0
.4
0
7
時
間

1
,8
0
0
円
／
時

5
4
,7
3
2
円

3
,0
0
0
円
／
時

9
1
,2
2
0
円

1
4
5
,9
5
2
円

第
１
工
程

1
6
4
.8
㎏

0
.9
7
3

1
6
0
.4
㎏

0
.1
7

2
7
.2
6
3
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

4
0
,8
9
5
円

4
,0
0
0
円
／
時

1
0
9
,0
5
4
円

1
4
9
,9
4
9
円

原
料

1
6
4
.8
㎏

1
,3
5
0
円
／
㎏

2
2
2
,5
1
1
円

2
2
2
,5
1
1
円

合
計

2
2
2
,5
1
1
円

2
2
3
,2
7
5
円

4
1
0
,2
3
4
円

8
5
6
,0
2
0
円

単
価

7
,1
3
3
.5
円

注
）　
投
入
量
は
，
1
6
4
.8
㎏

 と
表
示
し
て
い
る
が
，
計
算
は
，
1
6
4
.8
2
3
0
5
7
3
㎏

 と
し
て
計
算
し
て
い
る
。
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作業時間をもとに，ロット101を４月の歩留率と４月の kgあたり作業時

間で生産したとして，製造原価を積算する。投入量も実際にはロット101

は１月に200kg投入されたのであるが，４月の歩留率を仮定すれば

170.3kgの投入でよいことがわかる。すわち，120kg÷0.857＝140kg，

140kg÷0.898＝155.9kg，155.9kg÷0.947＝164.7kg，164.7kg÷0.967＝

170.3kgである。この投入量にかける単価は実際の購入原価ではなく，４

月末における再調達原価である。

　なお，ロット101は，４月中に完成するが，販売されるのは５月である。

５月末に販売されるとして販売時における製造原価は表５のようになる。

　表４と表５を比較すると，４月末から５月末の間にさらに製造原価が低

下している。４月末時点と５月末の販売時で，製造原価が変化する理由

は，５月になって，歩留率と作業時間が改善して，各工程における生産能

率が向上したことと，５月末時点の材料の再調達原価が変化したことによ

る。このようにスナップショット・コスティングにおいては，製造が完了

した製品についても，工場の能率向上，調達価格の変化に応じて，製造原

価が変動するのである。

４　スナップショット・コスティングの複式簿記機構への
　組み入れ

　スナップショット・コスティングは複式簿記機構に組入れないでも実施

可能であるが，複式簿記機構に組入れることも可能である。

　複式簿記機構にスナップショット・コスティングを組み入れる場合の基

本的な考え方は，月末に，直接材料費（原料費），直接労務費，製造間接費

の各勘定から，スナップショット・コストによって売上原価勘定，仕掛品

勘定と製品勘定に振り替え，次月の月初には，仕掛品勘定と製品勘定の残

高を，直接材料費（原料費），直接労務費，製造間接費の各勘定に戻すとい
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うことである。なお，直接材料費（原料費），直接労務費，製造間接費の各

勘定から売上原価勘定，仕掛品勘定，製品原価勘定へスナップショット・

コストで振り替えると，直接材料費（原料費），直接労務費，製造間接費の

各勘定に差異が生じるので，毎月その差異を原価差異勘定へ振り替える。

　差異の原因分析としては，直接材料費（原料費）であれば改善差異と価

格差異に，直接労務費については，作業能率改善差異と賃率差異に分析さ

れ，製造間接費については，予算差異，操業度差異のほかに，作業能率改

善差異が分離できよう。

　仕掛品の原価と製品原価はたえず，スナップショット・コストにて洗い

替えされることになる。

　さきほどの計算例を使って，複式簿記機構への組み入れについて例示し

てみたい。

　４月末と５月末のロット101の製造原価についてはすでに示した。複式

簿記機構への組み入れの例示を行うために，４月末と５月末のロット102，

103，104の製造原価，５月末のロット105の製造原価についても計算して

おこう。

　４月末時点で，原料費，直接労務費，製造間接費の各勘定から４月完成

分のロット101の製造原価が製品勘定に振り替えられるが，５月１日に，

ふたたび，製品勘定から原料費，直接労務費，製造間接費へと振り替える。

　４月末における仕訳は以下のようになる。

まずロット101のための製造原価を原料費，直接労務費，製造間接費の各

勘定から製品勘定へ振り替える。

　　製品　900,446　　　原料費　　　224,761

　　　　　　　　　　　 直接労務費　238,176

　　　　　　　　　　　 製造間接費　437,509
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表
７
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
５
月
末
時
点
で
の
ロ
ッ
ト
1
0
2
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
４
工
程

1
1
4
.0
㎏

0
.8
7
7

1
0
0
.0
㎏

0
.2
8

2
8
.0
0
0
時
間

1
,6
0
0
円
／
時

4
4
,8
0
0
円

3
,5
0
0
円
／
時

9
8
,0
0
0
円

1
4
2
,8
0
0
円

第
３
工
程

1
2
6
.7
㎏

0
.9

1
1
4
.0
㎏

0
.2
7

3
0
.7
8
7
時
間

2
,0
0
0
円
／
時

6
1
,5
7
4
円

2
,5
0
0
円
／
時

7
6
,9
6
7
円

1
3
8
,5
4
0
円

第
２
工
程

1
3
3
.6
㎏

0
.9
4
8

1
2
6
.7
㎏

0
.2

2
5
.3
3
9
時
間

1
,8
0
0
円
／
時

4
5
,6
1
0
円

3
,0
0
0
円
／
時

7
6
,0
1
7
円

1
2
1
,6
2
7
円

第
１
工
程

1
3
7
.4
㎏

0
.9
7
3

1
3
3
.6
㎏

0
.1
7

2
2
.7
1
9
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

3
4
,0
7
9
円

4
,0
0
0
円
／
時

9
0
,8
7
8
円

1
2
4
,9
5
7
円

原
料

1
3
7
.4
㎏

1
,3
5
0
円
／
㎏

1
8
5
,4
2
6
円

1
8
5
,4
2
6
円

合
計

1
8
5
,4
2
6
円

1
8
6
,0
6
3
円

3
4
1
,8
6
2
円

7
1
3
,3
5
0
円

単
価

7
,1
3
3
.5
円

注
）　
投
入
量
は
，
1
3
7
.4
㎏

 と
表
示
し
て
い
る
が
，
計
算
は
，
1
3
7
.3
5
2
5
4
7
8
㎏

 と
し
て
計
算
し
て
い
る
。

表
６
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
４
月
末
時
点
で
の
ロ
ッ
ト
1
0
2
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
３
工
程

1
2
6
.9
㎏

0
.8
9
8

1
1
4
.0
㎏

0
.2
8

3
1
.9
2
0
時
間

2
,0
0
0
円
／
時

6
3
,8
4
0
円

2
,5
0
0
円
／
時

7
9
,8
0
0
円

1
4
3
,6
4
0
円

第
２
工
程

1
3
4
.1
㎏

0
.9
4
7

1
2
6
.9
㎏

0
.2
1

2
6
.6
5
9
時
間

1
,8
0
0
円
／
時

4
7
,9
8
7
円

3
,0
0
0
円
／
時

7
9
,9
7
8
円

1
2
7
,9
6
4
円

第
１
工
程

1
3
8
.6
㎏

0
.9
6
7

1
3
4
.1
㎏

0
.1
7
5

2
3
.4
5
9
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

3
5
,1
8
9
円

4
,0
0
0
円
／
時

9
3
,8
3
8
円

1
2
9
,0
2
7
円

原
料

1
3
8
.6
㎏

1
,3
2
0
円
／
㎏

1
8
2
,9
8
9
円

1
8
2
,9
8
9
円

合
計

1
8
2
,9
8
9
円

1
4
7
,0
1
6
円

2
5
3
,6
1
5
円

5
8
3
,6
2
0
円

単
価

5
,1
1
9
円

注
）　
投
入
量
は
，
1
3
8
.6
㎏

 と
表
示
し
て
い
る
が
，
計
算
は
，
1
3
8
.6
2
8
3
5
2
4
㎏

 と
し
て
計
算
し
て
い
る
。
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表
９
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
５
月
末
時
点
で
の
ロ
ッ
ト
1
0
3
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
３
工
程

9
0
.0
㎏

0
.9

8
1
.0
㎏

0
.2
7

2
1
.8
7
0
時
間

2
,0
0
0
円
／
時

4
3
,7
4
0
円

2
,5
0
0
円
／
時

5
4
,6
7
5
円

9
8
,4
1
5
円

第
２
工
程

9
4
.9
㎏

0
.9
4
8

9
0
.0
㎏

0
.2

1
8
.0
0
0
時
間

1
,8
0
0
円
／
時

3
2
,4
0
0
円

3
,0
0
0
円
／
時

5
4
,0
0
0
円

8
6
,4
0
0
円

第
１
工
程

9
7
.6
㎏

0
.9
7
3

9
4
.9
㎏

0
.1
7

1
6
.1
3
9
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

2
4
,2
0
9
円

4
,0
0
0
円
／
時

6
4
,5
5
7
円

8
8
,7
6
6
円

原
料

9
7
.6
㎏

1
,3
5
0
円
／
㎏

1
3
1
,7
2
1
円

1
3
1
,7
2
1
円

合
計

1
3
1
,7
2
1
円

1
0
0
,3
4
9
円

1
7
3
,2
3
2
円

4
0
5
,3
0
2
円

単
価

5
,0
0
3
.7
円

注
）　
投
入
量
は
，
9
7
.6
㎏

 と
表
示
し
て
い
る
が
，
計
算
は
，
9
7
.5
7
1
1
2
9
3
5
㎏

 と
し
て
計
算
し
て
い
る
。

表
８
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
４
月
末
時
点
で
の
ロ
ッ
ト
1
0
3
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
２
工
程

9
5
.0
㎏

0
.9
4
7

9
0
.0
㎏

0
.2
1

1
8
.9
0
0
時
間

1
,8
0
0
円
／
時

3
4
,0
2
0
円

3
,0
0
0
円
／
時

5
6
,7
0
0
円

9
0
,7
2
0
円

第
１
工
程

9
8
.3
㎏

0
.9
6
7

9
5
.0
㎏

0
.1
7
5

1
6
.6
3
1
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

2
4
,9
4
7
円

4
,0
0
0
円
／
時

6
6
,5
2
6
円

9
1
,4
7
3
円

原
料

9
8
.3
㎏

1
,3
2
0
円
／
㎏

1
2
9
,7
3
0
円

1
2
9
,7
3
0
円

合
計

1
2
9
,7
3
0
円

5
8
,9
6
7
円

1
2
3
,2
2
6
円

3
1
1
,9
2
3
円

単
価

3
,4
6
6
円

注
）　
投
入
量
は
，
9
8
.3
㎏

 と
表
示
し
て
い
る
が
，
計
算
は
，
9
8
.2
8
0
2
0
5
6
㎏

 と
し
て
計
算
し
て
い
る
。
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表
1
0
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
４
月
末
時
点
で
の
ロ
ッ
ト
1
0
4
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
１
工
程

1
2
0
.0
㎏

0
.9
6
7

1
1
6
.0
㎏

0
.1
7
5

2
0
.3
0
0
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

3
0
,4
5
0
円

4
,0
0
0
円
／
時

8
1
,2
0
0
円

1
1
1
,6
5
0
円

原
料

1
2
0
.0
㎏

1
,3
2
0
円
／
㎏

1
5
8
,3
4
5
円

1
5
8
,3
4
5
円

合
計

1
5
8
,3
4
5
円

3
0
,4
5
0
円

8
1
,2
0
0
円

2
6
9
,9
9
5
円

単
価

2
,3
2
8
円

表
1
1
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
５
月
末
時
点
で
の
ロ
ッ
ト
1
0
4
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
２
工
程

1
1
6
.0
㎏

0
.9
4
8

1
1
0
.0
㎏

0
.2

2
2
.0
0
0
時
間

1
,8
0
0
円
／
時

3
9
,6
0
0
円

3
,0
0
0
円
／
時

6
6
,0
0
0
円

1
0
5
,6
0
0
円

第
１
工
程

1
1
9
.3
㎏

0
.9
7
3

1
1
6
.0
㎏

0
.1
7

1
9
.7
2
6
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

2
9
,5
8
9
円

4
,0
0
0
円
／
時

7
8
,9
0
3
円

1
0
8
,4
9
2
円

原
料

1
1
9
.3
㎏

1
,3
5
0
円
／
㎏

1
6
0
,9
9
2
円

1
6
0
,9
9
2
円

合
計

1
6
0
,9
9
2
円

6
9
,1
8
9
円

1
4
4
,9
0
3
円

3
7
5
,0
8
4
円

単
価

3
,4
0
9
.9
円

注
）　
投
入
量
は
，
1
1
9
.3
㎏

 と
表
示
し
て
い
る
が
，
計
算
は
，
1
1
9
.2
5
3
6
0
2
5
㎏

 と
し
て
計
算
し
て
い
る
。

表
1
2
　
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
・
コ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
５
月
末
時
点
で
の
ロ
ッ
ト
1
0
5
の
製
造
原
価

投
入
量

歩
留
率

完
成
量

単
価

原
料
費

㎏
あ
た
り

時
間

推
定

作
業
時
間

予
定

消
費
賃
率

直
接

労
務
費

予
定
配
賦
率

製
造

間
接
費

合
計

第
１
工
程

1
5
0
.0
㎏

0
.9
7
3

1
4
6
.0
㎏

0
.1
7

2
4
,8
2
0
時
間

1
,5
0
0
円
／
時

3
7
,2
3
0
円

4
,0
0
0
円
／
時

9
9
,2
8
0
円

1
3
6
,5
1
0
円

原
料

1
5
0
.0
㎏

1
,3
5
0
円
／
㎏

2
0
2
,5
0
0
円

2
0
2
,5
0
0
円

合
計

2
0
2
,5
0
0
円

3
7
,2
3
0
円

9
9
,2
8
0
円

3
3
9
,0
1
0
円

単
価

2
,3
2
2
.0
円
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次に，ロット102，ロット103，ロット104のための製造原価を原料費，直

接労務費，製造間接費の各勘定から仕掛品勘定へ振り替える。

　　仕掛品　1,165,538　　　原料費　　　471,064

　　　　　　　　　　　　　直接労務費　236,433

　　　　　　　　　　　　　製造間接費　458,041

　４月末の仕掛品は表13のように計算できる（小数点以下は四捨五入）。

表13　スナップショット・コスティングによる４月末時点の
ロット102～104の製造原価

ロット 102 103 104 仕掛品合計

原料費 182,989 129,730 158,345 471,064

直接労務費 147,016 58,967 30,450 236,433

製造間接費 253,615 123,226 81,200 458,041

　５月１日づけでこれと逆の仕訳を行う。

　　原　料　費　224,761　　　製　品　   900,446

　　直接労務費　238,176

　　製造間接費　437,509

　　原　料　費　471,064　　　仕掛品　1,165,538

　　直接労務費　236,433

　　製造間接費　458,041

　５月末には，まず５月中の消費額を計上する。直接材料費であるが，消

費量は，５月中の消費量は５月に第１工程に投入した150kgである。その

消費額は，消費単価は３月末に購入した材料の購入原価である1,300円／

kgが払出単価となる。そうすると以下の仕訳を行うことになる。



スナップショット・コスティングの展開（尾畑）　15

　　原料費　195,000　　　材料　195,000

　実際作業時間とそれをもとに計算した直接労務費と製造間接費は以下の

とおりである。なお，話を簡単にするために，製造間接費の実際発生額は

319,480円であったとし，操業度差異も予算差異も生じなかったものとす

る。

表14　スナップショット・コスティングによる５月中の
直接労務費と製造間接費

予定賃率 予定配賦率 直接作業時間 直接労務費 製造間接費

第１工程 1,500円／時 4,000円／時 24.82時間   37,230円   99,280円

第２工程 1,800円／時 3,000円／時 22.00時間   39,600円   66,000円

第３工程 2,000円／時 2,500円／時 21.87時間   43,740円   54,675円

第４工程 1,600円／時 3,500円／時 28.00時間   44,800円   98,000円

合計 165,370円 317,955円

　直接労務費の５月中の消費に関する仕訳は以下のとおり。

　　直接労務費　165,370　　　賃　金　165,370

　　製造間接費　317,955　　　諸勘定　317,955

５月末の売上の仕訳は以下のとおり。売上はすべて掛けとする。

　　売掛金　2,300,000　　　売　上　2,300,000

　５月末に，原料費勘定，直接労務費勘定，製造間接費勘定から売上原価

勘定，仕掛品勘定へ５月末時点でのスナップショット・コストにて振り替

えられる。５月末には製品はすべて販売されていて月末製品はないので，

製品勘定への振替は生じない。
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表15　スナップショット・コスティングによる５月末の
売上原価勘定への振替額

（単位：円）

ロット 101 102 売上原価合計

原料費 222,511円 185,426円 407,937円

直接労務費 223,275円 186,063円 409,338円

製造間接費 410,234円 341,862円 752,096円

合計 856,020円 713,350円 1,569,371円

表16　スナップショット・コスティングによる５月末の
仕掛品勘定への振替額

ロット 103 104 105 仕掛品原価合計

原料費 131,721円 160,992円 202,500円 495,213円

直接労務費 100,349円  69,189円  37,230円 206,768円

製造間接費 173,232円 144,903円  99,280円 417,415円

合計 405,302円 375,084円 339,010円 1,119,396円

売上原価勘定と仕掛品勘定への振替の仕訳は以下のようになる。

　　売上原価　1,569,371　　　原　料　費　407,937

　　　　　　　　　　　　　　直接労務費　409,338

　　　　　　　　　　　　　　製造間接費　752,096

　　仕 掛 品　1,119,396　　　原　料　費　495,213

　　　　　　　　　　　　　　直接労務費　206,768

　　　　　　　　　　　　　　製造間接費　417,415

　直接材料費と直接労務費勘定，製造間接費勘定の貸借差額を原価差異勘

定へ振り替える。
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表17　原料費差異，直接労務費差異，製造間接費差異の計算

原料費差異
月初 原料費 合計 売上原価 仕掛品原価 合計 原価差異

105 195,000円 195,000円 202,500円 202,500円 －7,500円

104 158,345円 158,345円 160,992円 160,992円 －2,647円

103 129,730円 129,730円 131,721円 131,721円 －1,991円

102 182,989円 182,989円 185,426円 185,426円 －2,437円

101 224,761円 224,761円 222,511円 222,511円 2,250円

695,825円 195,000円 890,825円 407,937円 495,213円 903,150円 －12,325円

（有利差異）

直接労務費差異
月初 直接労務費 合計 売上原価 仕掛品原価 合計 原価差異

105 37,230円 37,230円 37,230円 37,230円 ０円

104 30,450円 39,600円 70,050円 69,189円 69,189円 861円

103 58,967円 43,740円 102,707円 100,349円 100,349円 2,358円

102 147,016円 44,800円 191,816円 186,063円 186,063円 5,753円

101 238,176円 238,176円 223,275円 223,275円 14,901円

474,609円 165,370円 639,979円 409,338円 206,767円 616,106円 23,873円

（不利差異）

製造間接費
月初 製造間接費 合計 売上原価 仕掛品原価 合計 原価差異

105 99,280円 99,280円 99,280円 99,280円 ０円

104 81,200円 66,000円 147,200円 144,903円 144,903円 2,297円

103 123,226円 54,675円 177,901円 173,232円 173,232円 4,669円

102 253,615円 98,000円 351,615円 341,862円 341,862円 9,753円

101 437,509円 437,509円 410,234円 410,234円 27,275円

895,550円 317,955円 1,213,505円 752,096円 417,415円 1,169,511円 43,994円

（不利差異）
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　　原 価 差 異　12,325　　　原 料 費　12,325

　　直接労務費　23,873　　　原価差異　23,873

　　製造間接費　45,994　　　原価差異　45,994

　ちなみに原価要素ごとの原価差異は表17のように計算される。

 なお，ここで原価差異が生じる理由について述べる。５月にあらたに投

入された材料の場合は，実際購入原価と５月末の再調達原価との差と実際

投入量との積であるが，すでに４月末時点で仕掛品になっているロットに

ついての原料費差異は，４月末時点と５月末時点の再調達原価の差と４月

と５月の歩留率の差から生じたものである。直接労務費や製造間接費の差

異については，月初仕掛品分における各工程の必要作業時間の短縮により

生じたものである。

５　制度会計へのスナップショット・コスティングの導入
　可能性

　スナップショット・コスティングは制度会計とは関連しない特殊原価調

査として考えられたものであり，スナップショット・コスティングは伝統

的な実際原価計算でもないし，標準原価計算でもない。その意味で「原価

計算基準」にしたがった原価計算とはみなされない可能性がある。しか

し，場合によってはこれを財務諸表作成用の計算としても利用可能と思っ

ている。そのように考えるひとつの理由は，前節で検討したように，スナ

ップショット・コスティングを複式簿記機構のなかに組入れることが可能

であることである。実際発生額とスナップショット・コスティングの差

は，原価差異という形で把握され，その差異は標準原価差額の会計処理と

同様に処理することが可能である。スナップショット・コスティング自

体，毎月原価標準が変化する標準原価計算の一種と考えられなくもない。



スナップショット・コスティングの展開（尾畑）　19

　もうひとつの理由は，会計年度末における仕掛品と製品在庫が少なけれ

ば，スナップショット・コスティングと「原価計算基準」に基づく実際原

価計算の売上原価，期末製品原価，期末仕掛品原価との差も大きな違いに

はならず重要性の原則から，スナップショット・コスティングの利用が許

容される可能性もあると考えられるのである。

６　結　　　論

　「原価計算基準」にしたがった制度会計にも使われる原価計算制度は，

マクロ的な原価計算であり，かならずしも，特定の製品の原価の計算には

むかない。計算の簡便性だけの理由から標準原価計算制度が適用されるこ

ともあり，経営目的にカレントな製品ごとの原価を知るという目的には向

かないといわれることがある。実務上は，原価計算制度としての原価計算

システムのほかに，かならずしも複式簿記機構とは連結していない特殊調

査的な見積原価が計算されることが多くある。しかし従来この種の特殊調

査的な見積原価計算については，テキスト等ではあまりとりあげてこなか

った。本論文においては，よりカレントな原価情報，よりカレントな採算

情報を知りたいという経営者のニーズにこたえ得るスナップショット・コ

スティングを提案し，それを複式簿記機構に組入れて運用する可能性につ

いて検討した。

　本稿で検討した計算例は，スナップショット・コスティングの考え方を

例示するために設定したものであり，実際にはこの計算例どおりにはいか

ない状況も多くみられると思われる。たとえば，当月に完成したロットの

工程のなかに当月行われていない工程があるかもしれない。また一時的な

価格変動の影響を排除するためには，月末の材料価格にかえて，２か月間

の平均価格をとったほうが適切であるかもしれない。

　また，スナップショット・コスティングを実務的に運用するためには，
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いくつか解決しなければならない技術的問題もある。製品の種類が増え，

工程の数も増える場合，スナップショット・コスティングに必要な情報を

得るためには，製造実行系のシステムからデータを入手するとともに，粒

度の細かい情報からより要約度の高い情報を作成するしくみも整える必要

がある。そのようなしくみを構築する前提として，生産管理系，製造実行

系のシステムの標準化されたインターフェイスを確立しておくことも必要

がある。

　しかしながら，スナップショット・コスティングのような実際原価に基

づく見積原価の計算について，その理論的位置づけを明確にして，テキス

ト等にもあつかうことができる下地を作ることは必要であると思われる。


